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ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー 

 

本
欄
で
は
各
論
文
に
つ
い
て
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

し
た
。
各
論
文
の
趣
旨
お
よ
び
今
後
の
展
開
可
能
性
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
を
読
む
際
に
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

福
間
良
明
「『
社
』
と
『
骨
』
の
闘
争
―
―
靖
国
神
社
・
千
鳥

ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
『
戦
没
者
の
シ
ン
ボ
ル
』
の
不
成
立
」 

 

戦
後
の
日
本
で
は
、
広
島
の
平
和
記
念
公
園
や
沖
縄
の
ひ

め
ゆ
り
の
塔
な
ど
の
戦
跡
が
創
ら
れ
て
き
た
が
、
な
ぜ
か
日

本
の
戦
没
者
全
体
を
象
徴
す
る
も
の
は
創
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
い
て
あ
げ
る
な
ら
、
明
治
以
降
の
国
事
に
殉
じ
た
戦

没
者
を
祀
る
靖
国
神
社
と
、
先
の
戦
争
に
お
け
る
無
名
の
遺

骨
を
収
め
た
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
全
体
的
な
象
徴
と
し
て
社
会
に
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
な
ぜ
、
全
体
的
な
シ
ン

ボ
ル
は
「
成
立
し
な
か
っ
た
」
の
か
。
従
来
の
研
究
に
は
無

か
っ
た
、
こ
の
「
不
成
立
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
靖
国
神
社

と
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
の
関
係
を
軸
に
国
民
的
シ
ン
ボ

ル
を
め
ぐ
る
葛
藤
の
過
程
を
検
証
し
た
歴
史
社
会
学
的
研
究

が
、
福
間
論
文
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
超
党
派
議
員
に
よ

る
「
国
立
追
悼
施
設
を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、
特
定
の
宗

教
に
よ
ら
な
い
「
全
国
戦
没
者
追
悼
施
設
」
構
想
の
中
、
千

鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
拡
充
案
も
検
討
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
今

世
紀
の
動
向
を
も
射
程
に
い
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
今
日
的

議
論
展
開
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
八
寿
子
） 

 

花
田
史
彦
「『
民
主
主
義
』
か
ら
『
戦
後
主
義
』
へ
―
―
映
画

『
青
い
山
脈
』（
一
九
四
九
年
）
を
め
ぐ
る
輿
論
と
世
論
」 

 

本
稿
は
、
戦
後
幾
度
も
映
画
化
さ
れ
た
石
坂
洋
次
郎
原
作

『
青
い
山
脈
』
の
受
容
史
を
跡
付
け
な
が
ら
、
「
戦
後
民
主

主
義
」
の
社
会
的
な
意
味
変
容
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
原
作
（
一
九
四
七
年
）
や
第
一
回
映
画
化

（
一
九
四
九
年
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
後
年
の
よ
う
な
「
明
る

い
戦
後
民
主
主
義
」の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
読
み
込
ま
れ
ず
、
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む
し
ろ
民
主
主
義
の
原
理
的
な
あ
り
方
を
問
う
輿
論public 

opinion
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
の
映

画
化
作
品
に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

漠
然
と
「
戦
後
」
を
語
る
議
論
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

語
り
口
自
体
は
、「
戦
後
民
主
主
義
」
へ
の
違
和
感
か
ら
「
明

る
い
戦
後
」
へ
の
懐
古
ま
で
様
々
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に

通
底
す
る
の
は
、
漠
然
と
し
た
「
戦
後
」
を
め
ぐ
る
心
性
（
世

論popular sentim
ents

）
で
あ
る
。
戦
後
の
初
期
に
も
、

『
青
い
山
脈
』
を
め
ぐ
っ
て
、
男
女
交
際
の
憧
れ
の
よ
う
な

叙
情
的
な
語
り
も
見
ら
れ
た
が
、
原
理
的
な
「
民
主
主
義
」

へ
の
問
い
が
後
景
化
す
る
な
か
で
、
『
青
い
山
脈
』
を
め
ぐ

る
評
価
は
、
戦
後
初
期
に
い
く
ら
か
見
ら
れ
た
世
論
が
際
立

つ
よ
う
に
な
り
、
輿
論
が
退
潮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
衆

的
な
メ
デ
ィ
ア
文
化
の
な
か
で
、「
民
主
主
義
」
や
「
戦
後
」

が
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た
興
味
深
い

論
考
で
あ
る
。
言
説
変
容
の
背
後
に
あ
る
戦
後
社
会
の
変
化

に
つ
い
て
も
、
著
者
の
今
後
の
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
福
間
良
明
）

ト
パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン
「
京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
祭(

一

九
六
八)

イ
ベ
ン
ト
―
―
独
立
プ
ロ
映
画
『
祇
園
祭
』
と
『
京

都
』
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
」 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
年
）
と
大
阪
万
国
博
覧

会
（
一
九
七
〇
年
）
に
挟
ま
れ
た
一
九
六
八
年
、
全
国
各
地

で
近
代
化
の
歩
み
を
回
顧
す
る
明
治
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト
が
展

開
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
、
京
都
で
は
「
革
新
」
知
事
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
百
年
記
念
事
業
の
歴
史
大
作
、

『
祇
園
祭
』（
伊
藤
大
輔
監
督
、
中
村
錦
之
助
主
演
）
が
制
作

さ
れ
た
。
日
本
政
府
主
催
の
明
治
百
年
記
念
式
典
が
日
本
武

道
館
で
挙
行
さ
れ
た
一
〇
月
二
三
日
の
ち
ょ
う
ど
一
月
後
、

一
一
月
二
三
日
に
『
祇
園
祭
』
は
全
国
公
開
さ
れ
て
い
る
。

記
憶
の
空
間
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
、
さ
ら
に

記
念
事
業
に
お
け
る
国
家
権
力
と
市
民
自
治
と
い
う
二
重
の

対
抗
関
係
が
、
西
口
克
己
の
原
作
小
説
、
さ
ら
に
そ
の
原
案

に
な
っ
た
林
屋
辰
三
郎
ら
の
紙
芝
居
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
文
化
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
析
出
は
説
得
的
で
あ
る
。一
方
、
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『
祇
園
祭
』
の
大
ヒ
ッ
ト
が
京
都
へ
の
観
光
客
増
加
、
都
市

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

説
得
的
と
は
い
え
な
い
。
大
阪
な
ど
他
都
市
と
の
比
較
を
ふ

く
め
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
卓
己
） 

 

赤
上
裕
幸
「
も
う
ひ
と
つ
の
情
報
化
社
会
―
―
き
た
る
べ
き

『
メ
デ
ィ
ア
史
の
終
わ
り
』
に
備
え
て
」 

 

一
九
六
〇
年
代
を
中
心
に
情
報
化
社
会
論
を
整
理
し
た
研

究
史
で
あ
る
。
ほ
か
の
時
代
へ
の
応
用
の
可
能
性
が
高
い
優

れ
た
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
通
説
で
は
バ
ラ
色
の
未
来
が
主

流
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
化
社
会
論
を
、
一
九
六
〇
年
代
の

梅
棹
忠
夫
、
未
来
学
研
究
会
を
手
が
か
り
に
問
い
直
す
。
た

と
え
ば
、
軍
事
用
語
で
あ
っ
た
情
報
と
い
う
言
葉
に
新
た
な

解
釈
を
与
え
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
情
報
産
業
と
位
置
づ
け
直

す
な
ど
、
当
時
の
発
想
を
振
り
返
る
。
他
方
、
情
報
化
社
会

に
お
け
る
新
た
な
需
要
を
捉
え
よ
う
と
、
未
来
学
に
は
企
業

か
ら
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
。「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」「
Ｉ
Ｔ
」

「Web 2.0

」
な
ど
今
日
で
も
情
報
に
関
連
す
る
言
説
は
お
び

た
だ
し
く
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
か

つ
て
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
有
益
な
試
み
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
河
崎
吉
紀
）

 

 

河
崎
吉
紀「
ネ
ト
ウ
ヨ
と
ナ
チ
ス
の
隔
た
り
―
―
掲
示
板『
２

ち
ゃ
ん
ね
る
』
の
言
説
分
析
か
ら
」 

 

河
崎
論
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
「
２
ち
ゃ
ん
ね

る
」
に
頻
出
す
る
「
ネ
ト
ウ
ヨ
」
と
「
ナ
チ
ス
」
と
い
う
用

語
間
の
意
味
的
な
関
係
の
希
薄
さ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
ナ
チ
ズ
ム
以
後
ド
イ
ツ
で
台
頭
し
た
人
種
排
斥
運
動

は
、
総
称
し
て
ネ
オ
ナ
チ
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
う
し
た
明
ら

か
な
差
別
運
動
は
長
ら
く
日
本
で
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
だ

が
今
日
、
日
本
で
も
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
（
在

特
会
）
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
無
視
で
き
な
い
社
会
問
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
現
象
を
象
徴
す
る
よ
う
に

ネ
ッ
ト
掲
示
板
の
世
界
で
は
、
「
ネ
ト
ウ
ヨ
」
な
る
用
語
が

む
し
ろ
民
主
主
義
の
原
理
的
な
あ
り
方
を
問
う
輿
論public 

opinion

が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
の
映

画
化
作
品
に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

漠
然
と
「
戦
後
」
を
語
る
議
論
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

語
り
口
自
体
は
、「
戦
後
民
主
主
義
」
へ
の
違
和
感
か
ら
「
明

る
い
戦
後
」
へ
の
懐
古
ま
で
様
々
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に

通
底
す
る
の
は
、
漠
然
と
し
た
「
戦
後
」
を
め
ぐ
る
心
性
（
世

論popular sentim
ents

）
で
あ
る
。
戦
後
の
初
期
に
も
、

『
青
い
山
脈
』
を
め
ぐ
っ
て
、
男
女
交
際
の
憧
れ
の
よ
う
な

叙
情
的
な
語
り
も
見
ら
れ
た
が
、
原
理
的
な
「
民
主
主
義
」

へ
の
問
い
が
後
景
化
す
る
な
か
で
、
『
青
い
山
脈
』
を
め
ぐ

る
評
価
は
、
戦
後
初
期
に
い
く
ら
か
見
ら
れ
た
世
論
が
際
立

つ
よ
う
に
な
り
、
輿
論
が
退
潮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
衆

的
な
メ
デ
ィ
ア
文
化
の
な
か
で
、「
民
主
主
義
」
や
「
戦
後
」

が
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
た
興
味
深
い

論
考
で
あ
る
。
言
説
変
容
の
背
後
に
あ
る
戦
後
社
会
の
変
化

に
つ
い
て
も
、
著
者
の
今
後
の
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
福
間
良
明
）

ト
パ
チ
ョ
ー
ル
・
ハ
サ
ン
「
京
都
に
お
け
る
明
治
百
年
祭(

一

九
六
八)

イ
ベ
ン
ト
―
―
独
立
プ
ロ
映
画
『
祇
園
祭
』
と
『
京

都
』
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
」 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
六
四
年
）
と
大
阪
万
国
博
覧

会
（
一
九
七
〇
年
）
に
挟
ま
れ
た
一
九
六
八
年
、
全
国
各
地

で
近
代
化
の
歩
み
を
回
顧
す
る
明
治
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト
が
展

開
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
、
京
都
で
は
「
革
新
」
知
事
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
百
年
記
念
事
業
の
歴
史
大
作
、

『
祇
園
祭
』（
伊
藤
大
輔
監
督
、
中
村
錦
之
助
主
演
）
が
制
作

さ
れ
た
。
日
本
政
府
主
催
の
明
治
百
年
記
念
式
典
が
日
本
武

道
館
で
挙
行
さ
れ
た
一
〇
月
二
三
日
の
ち
ょ
う
ど
一
月
後
、

一
一
月
二
三
日
に
『
祇
園
祭
』
は
全
国
公
開
さ
れ
て
い
る
。

記
憶
の
空
間
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
、
さ
ら
に

記
念
事
業
に
お
け
る
国
家
権
力
と
市
民
自
治
と
い
う
二
重
の

対
抗
関
係
が
、
西
口
克
己
の
原
作
小
説
、
さ
ら
に
そ
の
原
案

に
な
っ
た
林
屋
辰
三
郎
ら
の
紙
芝
居
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
文
化
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
析
出
は
説
得
的
で
あ
る
。一
方
、
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「
ナ
チ
ス
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
ス
レ
タ
イ
が
現
れ
た
。
し

か
し
河
崎
論
文
は
、
各
用
語
が
他
者
を
揶
揄
す
る
ネ
ッ
ト
用

語
以
上
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
意
味
的
な
つ
な
が
り
が
見
出

せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
「
日
本
の
ナ
チ
ス
」
な

る
も
の
は
実
態
の
親
／
反
ナ
チ
を
越
え
て
用
語
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る
。 

 

だ
が
ネ
ッ
ト
掲
示
板
が
建
前
を
笑
い
、
本
音
が
露
出
す
る

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
河
崎
論
文
に
よ
れ
ば

「
ネ
ト
ウ
ヨ
」
と
強
い
相
関
が
見
ら
れ
た
の
は
「
ナ
チ
ス
」

で
は
な
く
、
「
中
国
」
「
韓
国
」
の
語
で
あ
っ
た
。
現
実
社

会
と
ネ
ト
ウ
ヨ
言
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
論
文
で
は
少

し
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の

今
後
の
考
察
が
待
た
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
田
あ
ゆ
う
） 

 

石
田
あ
ゆ
う
「
『
主
婦
之
友
』
の
新
聞
広
告
に
見
る
石
川
武

美
の
販
売
戦
略
」 

 

大
正
六
年
に
創
刊
さ
れ
、
家
事
労
働
を
担
う
「
主
婦
」
た

ち
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た『
主
婦
之
友
』。後
発
の
婦
人
誌
は
、

い
か
に
し
て
百
万
部
を
発
行
す
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

た
の
か
。
本
稿
は
、
主
婦
之
友
社
の
創
業
者
で
あ
り
、
終
戦

時
ま
で
社
長
兼
編
集
長
を
務
め
た
石
川
武
美
の
販
売
戦
略
に

着
目
す
る
。「
読
者
の
た
め
」
の
雑
誌
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
石
川
は
、
自
ら
雑
誌
の
宣
伝
ま
で
を
担
当
す
る
広
告
人
で

も
あ
っ
た
。
読
者
へ
の
懸
賞
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
事
業
の
宣
伝

効
果
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、

石
田
論
文
の
画
期
性
は
、『
主
婦
之
友
』
の
危
機
対
応
に
着
眼

し
た
点
に
あ
る
。
同
誌
へ
の
世
間
の
中
傷
、
関
東
大
震
災
、

戦
時
の
用
紙
制
限
や
言
論
統
制
、
敗
戦
後
の
戦
争
責
任
追
及

へ
の
対
処
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
危
機
は
読
者
の
「
信
頼
」
を

得
る
好
機
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
石
川
が
積
極
的
に
活
用
し
た

の
が
新
聞
広
告
で
あ
る
。
本
稿
で
活
写
さ
れ
る
雑
誌
と
新
聞

の
相
互
参
照
関
係
、「
雑
誌
と
読
者
の
絆
」
の
育
成
は
、
同
時

代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
の

公
共
圏
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
永
智
子
）
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佐
藤
八
寿
子
「
丘
の
上
の
赤
い
屋
根
―
―
映
画
《
小
さ
い
お

う
ち
》
に
み
る
山
の
手
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
」 

 

元
来
「
下
町
」
で
は
な
か
っ
た
葛
飾
柴
又
が
今
や
「
下
町
」

の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
山
の
手
」
も
大
正
昭
和

期
の
都
市
圏
拡
大
に
よ
っ
て
変
容
し
て
き
た
。
か
つ
て
東
京

「
郊
外
」
で
あ
っ
た
田
園
調
布
は
、『
暮
ら
し
の
手
帖
』
創
刊

者
で
あ
る
花
森
安
治
ら
の
文
化
人
が
居
住
し
た
高
級
住
宅
地

と
し
て
、「
山
の
手
」文
化
に
あ
ふ
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
山
田
洋
次
監
督
映
画
《
小
さ
い
お
う
ち
》
を
手
が
か

り
と
し
て
、
東
急
池
上
沿
線
を
中
心
と
し
た
「
新
山
の
手
」

地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
山
の
手
」と「
下
町
」

と
の
間
の
「
国
境
」
が
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。住
民
の
文
化
活
動
お
よ
び
相
互
交
流
の
活
発
さ
、

公
共
財
へ
の
関
与
の
高
さ
と
い
っ
た
「
新
山
の
手
」
地
域
の

特
徴
が
描
き
出
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
存
続
す
る
階
級
差

の
実
態
が
つ
ぶ
さ
に
観
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
郊
外

論
が
対
象
と
し
な
か
っ
た
地
域
に
「
国
境
」
と
い
う
観
点
か

ら
迫
っ
た
点
に
本
稿
の
独
自
性
が
あ
る
。
ま
た
同
時
に
従
来

の
郊
外
論
と
の
接
続
が
課
題
で
も
あ
ろ
う
。
今
後
の
更
な
る

分
析
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
々
木
基
裕
）

 

 

白
戸
健
一
郎
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
た
る
た
め
の
雑
誌 

『CQ 
ham 

radio

』」 

 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
文
化
を
『CQ 

ham 
radio

』
と
い
う

雑
誌
を
通
し
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
視

角
を
も
っ
た
研
究
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
お
い
て
、
い

ま
だ
無
線
通
信
が
ア
マ
チ
ュ
ア
に
許
さ
れ
な
い
一
九
四
六
年
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
の
機
関
誌
と
し
て
『CQ

』
は
創
刊
す

る
。
一
九
五
〇
年
代
は
再
開
さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
参

加
す
る
た
め
の
助
言
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
は
制
定
さ
れ

た
無
線
コ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、

七
〇
年
代
に
入
り
青
年
文
化
の
一
つ
と
し
て
ハ
ム
が
認
め
ら

れ
て
い
く
過
程
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
も
含
め

た
見
知
ら
ぬ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
若
者
を
中
心

と
す
る
ハ
ム
用
語
の
浸
透
と
、
初
期
に
確
立
さ
れ
た
「
自
己

「
ナ
チ
ス
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
ス
レ
タ
イ
が
現
れ
た
。
し

か
し
河
崎
論
文
は
、
各
用
語
が
他
者
を
揶
揄
す
る
ネ
ッ
ト
用

語
以
上
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
意
味
的
な
つ
な
が
り
が
見
出

せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
「
日
本
の
ナ
チ
ス
」
な

る
も
の
は
実
態
の
親
／
反
ナ
チ
を
越
え
て
用
語
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る
。 

 

だ
が
ネ
ッ
ト
掲
示
板
が
建
前
を
笑
い
、
本
音
が
露
出
す
る

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
河
崎
論
文
に
よ
れ
ば

「
ネ
ト
ウ
ヨ
」
と
強
い
相
関
が
見
ら
れ
た
の
は
「
ナ
チ
ス
」

で
は
な
く
、
「
中
国
」
「
韓
国
」
の
語
で
あ
っ
た
。
現
実
社

会
と
ネ
ト
ウ
ヨ
言
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
論
文
で
は
少

し
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の

今
後
の
考
察
が
待
た
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
田
あ
ゆ
う
） 

 

石
田
あ
ゆ
う
「
『
主
婦
之
友
』
の
新
聞
広
告
に
見
る
石
川
武

美
の
販
売
戦
略
」 

 

大
正
六
年
に
創
刊
さ
れ
、
家
事
労
働
を
担
う
「
主
婦
」
た

ち
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た『
主
婦
之
友
』。後
発
の
婦
人
誌
は
、

い
か
に
し
て
百
万
部
を
発
行
す
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

た
の
か
。
本
稿
は
、
主
婦
之
友
社
の
創
業
者
で
あ
り
、
終
戦

時
ま
で
社
長
兼
編
集
長
を
務
め
た
石
川
武
美
の
販
売
戦
略
に

着
目
す
る
。「
読
者
の
た
め
」
の
雑
誌
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
石
川
は
、
自
ら
雑
誌
の
宣
伝
ま
で
を
担
当
す
る
広
告
人
で

も
あ
っ
た
。
読
者
へ
の
懸
賞
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
事
業
の
宣
伝

効
果
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、

石
田
論
文
の
画
期
性
は
、『
主
婦
之
友
』
の
危
機
対
応
に
着
眼

し
た
点
に
あ
る
。
同
誌
へ
の
世
間
の
中
傷
、
関
東
大
震
災
、

戦
時
の
用
紙
制
限
や
言
論
統
制
、
敗
戦
後
の
戦
争
責
任
追
及

へ
の
対
処
に
よ
っ
て
、
雑
誌
の
危
機
は
読
者
の
「
信
頼
」
を

得
る
好
機
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
石
川
が
積
極
的
に
活
用
し
た

の
が
新
聞
広
告
で
あ
る
。
本
稿
で
活
写
さ
れ
る
雑
誌
と
新
聞

の
相
互
参
照
関
係
、「
雑
誌
と
読
者
の
絆
」
の
育
成
は
、
同
時

代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
の

公
共
圏
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
永
智
子
）
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訓
練
」
の
規
範
は
対
立
し
た
。
や
が
て
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
、

技
術
へ
の
興
味
は
無
線
通
信
か
ら
拡
散
し
て
い
く
。
本
研
究

は
青
年
文
化
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
す
る
糸
口
と
な
り
、
ま
た
、
雑
誌
研
究
に
お
い
て
技
術
系

の
分
野
を
開
拓
す
る
と
い
う
先
駆
性
を
も
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
河
崎
吉
紀
）

 

 

松
永
智
子
「
複
合
文
化
社
会
・
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
―

―
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』
に
着
目
し
て
」 

 

ハ
ワ
イ
に
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
英
語
字
幕
を
付
し

た
日
本
語
テ
レ
ビ
放
送
が
存
在
し
た
。
こ
の
放
送
は
日
系
人

以
外
に
も
親
し
ま
れ
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
日
本
語
テ
レ
ビ
文

化
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
文
化
圏
を
生
み
出

し
、
支
え
た
活
字
媒
体
こ
そ
、
日
英
両
方
の
言
語
が
並
記
さ

れ
た
テ
レ
ビ
雑
誌
、『Kokiku

』
で
あ
っ
た
。『Kokiku

』

は
番
組
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
読
者
の
同

胞
意
識
や
参
加
感
覚
を
喚
起
し
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を
教

育
す
る
な
ど
、
読
者
と
テ
レ
ビ
を
結
ぶ
媒
体
と
し
て
機
能
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
『Kokiku

』
を
も
と
に
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
相

互
作
用
し
な
が
ら
一
つ
の
文
化
圏
を
生
み
出
す
過
程
を
明
ら

か
に
し
た
萌
芽
的
研
究
で
あ
る
。
手
法
面
か
ら
見
れ
ば
、
テ

レ
ビ
雑
誌
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
可
能
な
資
料
を
用
い
る
こ
と
で
、

フ
ロ
ー
な
電
波
を
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
で
あ
る

と
も
言
え
よ
う
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、

メ
デ
ィ
ア
間
の
相
互
作
用
の
問
題
な
ど
、
精
緻
化
す
べ
き
課

題
は
多
く
、
今
後
の
広
が
り
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
論
考
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
長
﨑
励
朗
） 

 

花
田
史
彦
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
―
―

竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇
雑
誌

―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』」 

 

本
稿
で
は
、
竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
『
日
本

の
論
壇
雑
誌
』（
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
内
、
メ
デ
ィ
ア
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史
研
究
者
に
よ
る
五
本
の
論
文
、
す
な
わ
ち
第
三
章
の
佐
藤

卓
己
『
世
界
』
論
文
、
第
六
章
の
長
崎
励
朗
『
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
論
文
、
第
七
章
の
松
永
智
子
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク

日
本
版
』
論
文
、
第
九
章
の
大
澤
聡
『
流
動
』
論
文
、
第
一

〇
章
の
赤
上
裕
幸
『
放
送
朝
日
』
論
文
の
内
容
を
紹
介
し
つ

つ
、
論
評
を
加
え
て
い
る
。
上
述
の
論
文
を
紹
介
・
論
評
し

た
う
え
で
、
本
稿
で
は
『
日
本
の
論
壇
雑
誌
』
が
「
雑
誌
」

研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
、「
論
壇
雑
誌
」
研
究
た
る
た
め
、
近

代
日
本
に
お
け
る
「
論
壇
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
歴
史

的
変
遷
を
追
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
は
じ
め
て
、本
書
で
記
述
さ
れ
て
い
る
雑
誌
群（
特
に
、

こ
れ
ま
で
一
般
に
論
壇
誌
と
は
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も

の
）
の
論
壇
に
お
け
る
布
置
も
明
ら
か
に
な
る
と
指
摘
し
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
戸
健
一
郎
） 

 
佐
々
木
基
裕
「
論
壇
の
社
会
学
的
分
析
―
―
竹
内
洋
・
佐
藤

卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇
雑
誌
―
―
教
養
メ
デ

ィ
ア
の
盛
衰
』」 

 

本
稿
は
、
竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本

の
論
壇
雑
誌
―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』
の
な
か
で
も
特

に
（
教
育
）
社
会
学
者
の
手
に
よ
る
各
章
に
つ
い
て
検
討
し

た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
の
竹
内
洋
『
中
央
公
論
』
論
文
、

第
二
章
の
井
上
義
和
『
文
藝
春
秋
』
論
文
、
第
四
章
の
稲
垣

恭
子
『
婦
人
公
論
』
論
文
、
第
五
章
の
佐
藤
八
寿
子
『
暮
し

の
手
帖
』
論
文
、
第
八
章
の
井
上
義
和
『
諸
君
！
』
論
文
、

第
十
一
章
の
富
田
英
典
「
ネ
ッ
ト
論
壇
」
の
計
六
章
が
俎
上

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
評
者
は
、
本
書
を
メ
デ
ィ
ア
史
の
み

な
ら
ず
教
育
社
会
学
的
に
も
先
進
性
が
あ
る
研
究
だ
と
評
価

し
た
上
で
、
本
書
の
素
材
で
あ
り
分
析
概
念
で
も
あ
る
「
論

壇
雑
誌
」の
性
格
づ
け
が
曖
昧
だ
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
打
開
す
る
手
段
と
し
て
「
論
壇
」
そ
の
も

の
で
は
な
く
「
論
壇
的
な
る
も
の
を
好
む
人
な
い
し
そ
の
態

度
」
の
分
析
を
提
案
し
て
い
る
。
書
き
手
が
論
壇
誌
と
さ
れ

訓
練
」
の
規
範
は
対
立
し
た
。
や
が
て
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
、

技
術
へ
の
興
味
は
無
線
通
信
か
ら
拡
散
し
て
い
く
。
本
研
究

は
青
年
文
化
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
す
る
糸
口
と
な
り
、
ま
た
、
雑
誌
研
究
に
お
い
て
技
術
系

の
分
野
を
開
拓
す
る
と
い
う
先
駆
性
を
も
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
河
崎
吉
紀
）

 

 

松
永
智
子
「
複
合
文
化
社
会
・
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
―

―
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』
に
着
目
し
て
」 

 

ハ
ワ
イ
に
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
英
語
字
幕
を
付
し

た
日
本
語
テ
レ
ビ
放
送
が
存
在
し
た
。
こ
の
放
送
は
日
系
人

以
外
に
も
親
し
ま
れ
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
日
本
語
テ
レ
ビ
文

化
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
文
化
圏
を
生
み
出

し
、
支
え
た
活
字
媒
体
こ
そ
、
日
英
両
方
の
言
語
が
並
記
さ

れ
た
テ
レ
ビ
雑
誌
、『Kokiku

』
で
あ
っ
た
。『Kokiku

』

は
番
組
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
読
者
の
同

胞
意
識
や
参
加
感
覚
を
喚
起
し
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を
教

育
す
る
な
ど
、
読
者
と
テ
レ
ビ
を
結
ぶ
媒
体
と
し
て
機
能
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
『Kokiku

』
を
も
と
に
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
相

互
作
用
し
な
が
ら
一
つ
の
文
化
圏
を
生
み
出
す
過
程
を
明
ら

か
に
し
た
萌
芽
的
研
究
で
あ
る
。
手
法
面
か
ら
見
れ
ば
、
テ

レ
ビ
雑
誌
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
可
能
な
資
料
を
用
い
る
こ
と
で
、

フ
ロ
ー
な
電
波
を
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
で
あ
る

と
も
言
え
よ
う
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、

メ
デ
ィ
ア
間
の
相
互
作
用
の
問
題
な
ど
、
精
緻
化
す
べ
き
課

題
は
多
く
、
今
後
の
広
が
り
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
論
考
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
長
﨑
励
朗
） 

 

花
田
史
彦
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
―
―

竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
著
『
日
本
の
論
壇
雑
誌

―
―
教
養
メ
デ
ィ
ア
の
盛
衰
』」 

 

本
稿
で
は
、
竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
・
稲
垣
恭
子
編
『
日
本

の
論
壇
雑
誌
』（
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
内
、
メ
デ
ィ
ア
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る
媒
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
執
筆
態
度
を
と
っ
て
い
た
の

か
、
ま
た
読
み
手
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
を
論
壇
誌
と
併
読
し

て
い
た
の
か
。
そ
の
解
明
に
よ
っ
て
、
逆
照
射
的
に
「
論
壇
」

の
姿
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
と
評
者
は
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
花
田
史
彦
） 

 

長
﨑
励
朗
「『
ラ
ジ
オ
の
夢
』
の
栄
光
と
挫
折
―
―Goodman, 

David. 
Radio’s 

Civic 
Ambition: 

American 
Broadcasting 

and 
Democracy  

in 
the 

1930s.

」 

 

本
書
評
は
、Goodm

an David, “Radio’s Civic 
Am

bition: 
Am

erican 
Broadcasting 

and 
Dem

ocracy in the 1930s  ”, Oxford U
niversity 

Press

の
内
容
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
社

会
研
究
へ
の
応
用
可
能
性
を
示
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
史

を
扱
っ
た
本
書
（“Radio’s Civic Am

bition”

）
の
テ
ー
マ

は
大
き
く
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
由
」
と
い

う
概
念
の
捉
え
方
を
め
ぐ
る
論
点
、
娯
楽
と
教
育
の
融
合
に

関
す
る
論
点
、
そ
し
て
市
民
的
価
値
観
に
関
す
る
論
点
で
あ

る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
本
書
の
最
大
の
面
白

さ
は
、
大
衆
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
ラ
ジ
オ
に
そ
れ
と
は
相

反
す
る
市
民
的
な
価
値
観
が
期
待
さ
れ
て
い
た
事
実
の
解
明

に
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
音
楽
放
送
や
メ
デ
ィ
ア
史
上
の
重

大
事
件
で
あ
る
「
火
星
人
の
襲
来
」
の
事
例
を
も
と
に
示
さ

れ
る
。
本
書
評
で
は
、
市
民
的
価
値
観
の
実
現
が
持
つ
ア
ポ

リ
ア
を
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
階
級
論
の
結
び
つ
き
と
い
う

観
点
か
ら
論
じ
て
お
り
、
単
な
る
ラ
ジ
オ
史
に
と
ど
ま
ら
な

い
本
書
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
本
書
の
翻
訳
も
着
実
に

進
ん
で
い
る
と
聞
く
。ま
さ
に「
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！
」

と
言
え
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
赤
上
裕
幸
）

 
 

 Sato 
Takumi 

'Consumption 
of 

Nazi 
Culture 

Images 
in 

Postwar 
Japan. 

This paper introduces the book (collection of 
papers) Under Hitler’s Spell and argues about the 
consum

ption of N
azi Culture Im

ages in Postwar 
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Japan through it. It has 10 chapters, each of 
which is focused on  a particular form

 of m
ass-m

edia 
such as “the im

age of N
azism

 in popular film
”, “H

itler 
M

anga and com
ic-anim

ation culture” etc. It talks about 
how

 the w
riter started his research about “N

azi-Cul” and 
then gives us the inform

ation about N
azism

 and N
azi-Cul 

research in Japan. Furtherm
ore, it discusses the im

age of 
H

itler as an “absolute” evil and points out “H
itler’s 

culture w
as victory” in m

ass popular culture despite all 
the “evil” im

ages on-going by introducing the book, The 
W

ar that H
itler W

on.  
Then, it explains the historical form

ation of 
“N

azi-Cul” in Post-war Japan and how the im
age 

of N
azism

 has changed along with the Japanese 
views of war. On the end, it talks about the N

azi 
inform

ation 
into 

Otaku 
Culture 

and 
the 

expiration 
of 

“H
itler 

as 
Absolute 

Evil” 
and 

criticizes the way how history is told and suggests 

that an inform
ed understanding about N

azi-Cul 
is necessary. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(H
asan Topaçoğlu) 
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